
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尼崎市立大庄小学校 

学校だより NO.８ 

H３０．１２．３ 

おおしょう 
 

言葉を大切に 

  

いよいよ１２月。師走を迎えました。先週は、５年生が自然学校を無事に終えることができました。

丹波少年自然の家で過ごした４泊５日。子どもたちは 

この自然学校の目当てである「協力と感謝」を意識して共同生活を送りました。 

 ともに暮らすということは、周りの人や置かれている状況に目を向けて、自分はどうしようか・自分

は今、何をすべきか・自分のすることは相手にとってどのように感じられるだろうか・自分のすること、

したことが今の状況に沿っているだろうか・・・ということを考えなければ、みんなが気持ちよく過ご

せません。 ５年生の子どもたちは、様々な体験活動や日々の暮らしの中で、そのことを体感できたこ

とでしょう。また、４泊５日、保護者の元を離れて生活できたことで自分に自信がついたり、親のあり

がたみを感じたりすることができたと思います。この経験を大事に、今後の力へと活かしていってほし

いです。 

  

１２月１０日は国際連合が定めた「人権デー」です。それを受けて、毎年、１２月４日から同月１０

日までを「人権週間」と定めています。その期間中、人権に関する人々の意識を高め、平和で、人に優

しい社会を作るため、全国各地で様々な啓発活動が展開されます。 

 本校では、かねてより道徳教育に重点をおき、「思いやりの心」や「かけがえのない命」について考

える場を設けて、子どもたちの心を育てています。人権週間では毎年、「わたしのいいところ」を考え、

自分はかけがえのない存在であることへの気づきを大切にしています。それに加えて、私からは「周り

の人のことも自分のことも大切に考えることを意識する」ことを深めるために、〝言葉を大切にしよう

〟と呼びかけていきます。 

 

あたたかい励ましの言葉や褒め言葉は、心が温かくなります。一方、心ない攻撃的な、否定的な言葉

は、心を傷つけます。「言葉は言霊
ことだま

」。「人権」というたった二文字の意味を正しく理解し、常に意識し

て行動できる人になるためには、自分の「言葉」について考えることが大事です。どんな言葉を知って

いるか、どんな言葉を使うかで、考え方も 関わり方も変わってきます。 

言葉に関する感性を磨き、すてきな言葉があふれる毎日がおくれるよう取り組んでいきます。 

                         

（校長 峯本 千鶴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 児童活動 学校行事 

2 日  創立記念日 

3 月 全校朝会  委員会 人権週間   

4 火 立腰読書          なかよしランニング  

5 水 立腰読書 全学年 5校時授業 

6 木 立腰読書 代表委員会   

7 金  全学年 1時下校 

10 月 立腰読書 クラブ活動⑥   

11 火 立腰読書 ステップアップ調査事業  

12 水 立腰読書 1 年読み聞かせ 
全学年 5校時授業  

3 年校外学習（森永工場） 

13 木 立腰読書   

14 金 児童集会 地区別児童集会（6ｈ） 

17 月 立腰読書  

18 火 立腰読書   

19 水 もくもくの日 1 年出前授業（大ホール） 

20 木 立腰読書 給食終了  

21 金 立腰読書  

22 土  開放もちつき大会 

23 日  天皇誕生日 

24 月  振替休日 

25 火  終業式・大掃除  

26 火  冬季休業日 

～    

31 日     

1 月行事予定 

8 日(火) 始業式・大掃除     10 日(木) 給食開始 

11 日(金) 委員会・代表委員会 

17 日(木) 1 日参観（1ｈ～4ｈ）・避難訓練（5ｈ） 

21 日(月)～25 日(金) 給食週間   

１２月行事予定 

http://www.sozai.rdy.jp/shirokuro/04/xmas/sozaitext/03.htm
http://www.sozai.rdy.jp/shirokuro/04/xmas/sozaitext/05.htm

